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【目標達成計画】

1 No.36

事業所の理念を理解し遵
守する。

理念についての理解をよ
り深めるため全体会議時
には毎回読み合わせをす
る。接遇に関しては外部
研修の機会を設け、勉強
会を実施する。

6ヶ月

2 No.6

身体拘束について正しく
理解し適切なケアを行な
う。

高齢者虐待、身体拘束防
止委員会を設置し、外部
研修や勉強会を通し理解
を深め適切なケアに繋げ
る。

6ヶ月

3 No.26

関係者それぞれの意見を
反映し、現状に即した介
護計画を作成する。

サービス担当者会議への
参加を呼びかけ、困難な
場合は面会時などに話し
合いの場を設ける。 6ヶ月

4 No.35

地域との協力体制を築い
ていく。

運営推進会議などを通
じ、地域との協力体制が
築いていけるよう依頼さ
せて頂く。 6ヶ月

5 No.4

年6回2カ月ごとに定期的
に開催する。

定期的に2ヶ月に1回の
ペースで開催する。

12ヶ月

注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。

注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。

災害対策において、地域と
の協力体制については不十
分である。

運営推進会議において現状
不定期で実施時期に偏りが
ある。

（別紙２）

現状における問題点、課題

一人ひとりの人格の尊重と
プライバシーについて、理
念にも掲げスタッフに周知
出来るよう都度に伝えてい
るが出来ていない部分もあ
る。

身体拘束をしないケアの実
践について、理解力不足か
ら意識出来ていないことが
ある。
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２．　目　標　達　成　計　画

目　　　　標
目標達成に向けた具体的
な取組み内容

目標達成
に要する
期間

チームでつくる介護計画と
モニタリングについて、計
画作成時、本人様や家族様
との話し合いが不足してい
る。


